
• 11 

訪
の
F
F
O
J
P

年
ぷ
戸
の
手
す
lzハ

mz

t身
校
浮
巧
レ
全
子
/
あ

rzlぜ。

〆
停
予
之
、
v

ゆ
き
撃
r
d
t名
叫
す

j
i
b
-
i
1
'

。

一

岬

-902、
よ
?
っ
々

yレ
?
4
4・々
''

満ソ

adz-引
マ
イ
原
弘
一

E
・

E・
-
若
手
・

2
4
1
4名
会

F

f

h

{

i

一
き
や
ギ
ラ
イ
V
為
t
y
S
L
a
p
o
A
Y円
J

校
E
M
同母

a
d
m
z所
伝
一
嫌
気
雪
誠
治

2
1
4
Z
8
e

ぎ
不
タ
向

Z
沙
安
P
孝
生
佐
官
〈
み
乙
。

2
2撃
し
吃
・
じ
長
崎

マ
殺
す
設
の
ρ
λ
γ
u
e
骨与

τiv!?2Jjqz

;;，.一
S
Z
L
Z
ニ

3
3慈
愛
媛
助
手

τい

ZJω
級
殺
を
ぽ
〉
告
を
一
重
季
語
也
、
再
定

620組
問

vs，
し
九
，
移
ヲ

4
5
3
m一
2
8
T
Zリ

5
2
F

T
撮
影
同
病
ギ
ハ

2
3
?一品
-1九
万
7
第
ハ
イ
併
合

-Zえ

・

2
F
f
z
z家

H
p
d

又
2
2ニ
〈
会
教
法
，
マ
同
好
守

-24骨
め

を
拷
家
Z
す
J
J
ζ
ι
r
4
9
0
3
4
9
炉
、
丁
必
要

M
4
2
d
g奈
宮
下
0
4
m
4
h

Lfd
よ
f
;会
す
れ
一
夜
移
管
広
場
'Z
惨
2め

-mzZLfし
が
究
警
警
L

、ι71
2
d争
体
併
の

4
盆

富
安
み
γ
巴
品

3
3
4
4
F
E
4
3
一
髪
@
豆
諸
掛
倭
μ
柄
本
が
め
家
三
官
庁

!宅

F
7
3
2
J
-
4
1
s一
?
;
6
4
2仏

泌

za--叱

.
L
5
・
は
そ
し
土
語
辞

K
2
、一
J
Z震
を
修

2Jι
，
第
甑
を
広

t

rJ旅
海
外

4

レ
終
判
ぐ
久
7
5川
/
年
-
手
手

2
2
9功
、
毎
兵

-22

広
間
必
子
ん
弘
山

え013，ゲ

No，160 

a
-
-

一
、
民
の
野
食
2

奪う
4
J支
が
悠

の
観
主
高
級
、
〈
戸
芸
者
多
A
Z
t
ぞ、

詞
・
府
守
管
溢
ん
い
し
・
ep
夏
子
家
…

ヴ

4
ノ
泌
す
緑
川
広
域
〆
よ

1
2

m
抑
制
亀
ゐ

Z
2高
24レ、
a
b
w
F

を
と

t、
ル
ザ
り
の
探

?
t
d加
レ
耐
え

・タ一等，安

dZ月
ゑ
の
結
哲
宅
管
花

、
2
0
匪
?
の
融
問
ふ
喰
れ
も
衣
俊
イ
司

4
0

ddmttJ予
見
出
張
学
習
ぶ

‘
?
に
斗

Ags品
会

丸

一

/

寸
/
〈

F
Fしノ
A
K
F
F
P
ーの必
μ
活
レ
、
，
守
家
κぽ比一

併
を
じ
、
茅
緩
め
品
辺
、
日
を
妥
え
穿
一

解
明
p
d
Z
4
4
0
5
点
以
へ
飲
復
M
W
J
〈
生
色
義

ふ
♂
周
五
升
μ
し
ゃ
、
多
椋
移
み
、
JZ紫一

♂
差
調
斜
、
及
、
e事
ふ
虎
銅
争
各

n
D
U

多
様
'
M
W
-

本
語
411
防
ぐ

m用
も
払
ハ
バ
レ
一

巧
下
物
F
4・ち
)
A
V

悲
旬
、
“
%
が
‘
月
を
重

・党
r
脱
却
の
白
ゅ
ー
ハ

3dt繍
Z
、，
M
も

筋
三

zrg川勝
tJJW-え
接
多

m
寝
室
、
唖
身
約
一
度
‘
隣
教
'
£
s

0
・
開
庫
住

dy--益
6
1
開
;

宅
・
多
?
の
aFt
必
勝
a
β

タレ。こ〉ゑ一採
3
4
L
・寸

Z
K
Z早
々
し
た
ι
ψ

一

f
F斜
用
厚
生
命
科
ょ
f
d
t

2
7
4
2
h
h
Z乏し
J
j
'
j
g
?
?二
作

Z
Z穂

2
1
2
3

2
多
ず
外
1
M
3
3
e
ト慨無・お一

3
4
t‘リ
1
3
?
4
3
2
J一考
'W
去
す
告
，
民
警
T
B
補完て

z
f
d特命
、

1
2卸

PAb、
玄
宕
瓜
色
白
議
院

f
L
9
2
9事
」
制
併
殺

υ

喚
す
却
下
ニ
ケ
ず
e
L

ヘ
4
R色
々

b
J
f
f
i
B
a
u
u弔
.
守
層
処
伊
原

2
待
"
み

i・市
6
7編
成
働
係
官
込
う
や
し
長

q
z
zノ・

2
し
4

、
ヌ
金

Y42死
者
婚
を
の
一

2
5
5
a
h主
党
予
雨
宮
沢
子
張
、
話
事
、
第

thy、2
2

MY4mμ
・
万
レ
食
t
q
b
d
t
ぞ
笠
今
K
Y
@
2
7
A
M
M
Uゆ
る
い
と
三
乞
レ
、
正
低
下
ま
b
d
ん
係
正
し
き
ま
人

もぎ
J

ぞ
泊
券
'
各
紙
袋
詰
念
。

d
f
Z品
加
え
終

Fd定
点
#
還
す
管
長
ゐ
告
ぐ
炉

婦の

744mμgS48mir-そ
剰
皐
え
し
ニ
め
4
一家成

3
2
仲
九
州
ー
の
よ

1
9
4
z
w
z

e宮

d
e
J

一
仇
均

p
t
e
A
J象
Z
空，
Z
一
昨
今
a

間
決

ui
イーぷ
2
維
な
九
三

々
減
浮

4
k拶
3
Z
5
1一く‘
-
2‘

1
2
2
a
z一
穏
を
宰
し
用

3
?と
民
会
命
久

1
3
7
L
i
f
z
z
q
pじ
z
i
i令
指
安
ハ
少
似
合
管
'
一

-21そ」

会?:・?をの
;
1
3
一宅地
m
s
i与
す
害
警
m
g
S

ペ一地何??去し
Z
Z
e
z

e
H
A
G
f
j
h

第
?
?
2
2
7考/等

t

ネ

-ι脅
厚
生
ハ
瓦

7
受
諾
必
ず
者
、

Zgbh九
交
正
A

，がし

4
3
4
'
v
e

一2
1
s
y
f
uめ
を
緩
ま

2
し

4
4

一ぞをい
Z
ゴ
yo

，

』

・

・

，

、

匹

目

八
引
所
与
広

yvZ時
前
炉

a

一em扇ゅの・
4
A
7
2
受

514，一
d
議
倉
市
号
訴
、
併
す
智
2
6
p

tι32?4ν
一
i
j
i・第一し

4
2
2
2必
句
作
法

9zbJ-t

d
;
5
2
9象
者
拡
な
れ
科
目

μは
ギ
リ
初
日

ι

扱い伊一戸〉

、
脅
か

7
Z
3
2
Lし
そ
し
f
L
リ

13奪
ZH一
件
三
菱
奪
昨

2
2令

24Y73dz至
。
月
き

Z
A

Z
主践しぺぃ
E
Z界
第
t

パ
一
事
会
三
慢
な
故
LUg-ι
主

A
L
i
t
-
zを

札

3
4
3
2
e
e指

azz多
官
。
禄
一

7
r

ハ
岡
戸
本

1
0
5手
4
J
v
e

Z. 

ヨk

Y6 
k考
経2
~=*サ
Z 包

'iI句

33 
11 
~<r 
端会

民
3:i 
fL虐;
85 
語;P
ち事Jn

盆3
L訴

_"1 

桑・守

番2
う?

笛 /1、

1 "J 

21 
宮〕



MA一一行
μ引
け
り
竹
村
一
ハ
移

a
Z級
学

dfZ芽
集

会
館

1
m
F繭
支
芝
生
成
作
-
一
重
荷

f

月草場。

r
7
5
1ぷ
-
祭
事
浦
郡

-前

A
Z
L
a
f

一
争
議

j
。
?
湖
沼
を
す

滋
寝
泊

3
8
Z
Z
a
h秀
一

ィ

j
f
F手
層

U22

-
V
J
Z
F

一

44FjJ3Z425sgemzz

2
1
1
-
L
2
5
a
S
2
4
9
5
4
9
γ
仰を

g
f
g時

場
外

;
1
2
1
F
t
e
?争
-
Z
K
7
考?・

95初

m
t
d
L

Z
考

/LIed--iz，

pi??もよい
3
2
7め
悲
惨
事

2
2
7しれれ一

g
;
?
z
z
?孔五i一ii1;予与噌Z府字も
??σa224季ぐ帰脅雪国翌メ
2?23め千‘こ-品φ品剤伶
gヨ若;ゑ
f;q;

，三

3
巴

zつゑ器
Lふi十上一

安安

;7
，戸担凶担

F2
李季2b受突3のぷ小事;桧£
f;

ヤ

zZ
『

Lんの竺;「妥若て戸

凶

2官$;〆fz5ρえ5;
ぺコ2ω石f骨

2t5ヰよ占諭晴、
2;プ.そ
i.ホホ芝;屯z三佼竺一玄支見
?E;f:いえ4Jj
津

3?
ゆ

f:恨モ:、t屯主要?1iえ合
Pめ

1キん令3伐

Fbで

zめ
一

多

L
F
A
V
Z
T
t
1
2
4
小
そ

?
?
2
9
3
2
(
護
老
?
?
一

-zaめ
紹

G

4
z
d
p伊
目
付

rf''WT
石
5
3
L
A
F
e為

gH9L.牛
舎
G
f
e
7
4
1
L

イ
4
N

K
も
ぜ
ず
犬
家
安
全

Z
L
2
7
5
去
、
鶴

7
1
A
Z一

A-7zgf月
作
劣
後
者

r笠
原
す
一
ヅ

2
・4
P
T
A
?め
そ
の
と
し

q
F
h
?
?
3
1
4
2
2
Z
2
2
9レ;。サタ一

y
i坊
を
え
治
局

3
2
M
V一
反
季
し

4
7
3
3
4九
回

5
2一

'zzpZ，均
a
2
6
4
Zを
純
一

3
3
q吋
緊
急
部
忽
一

f
d主
会

-hSAg-ga一ri多
様
し
色
。
，

e
ι
4
2全

1
?
?
d
g侍
A
1
3
6
3
t
‘毛?、委委一あはれ
1
2
U
T
1いと

は
い
認
抗
議
長
通

2・
諸
問

2
2跡
事
吃
宣
言
一

2
2
1
1
足場“配信一

1
4
-
r
a
h
守
毎
z
ι
t
a
ρ
t
d
b
b
s
仔
す
-cdえ

L
Z
L
t
.
-の
ま

き

労

も

見

事

令

草

分

・

哩

円
み
入
費
小

;2..013.ゲ

削 02

枠
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，
学
会

ニヱース

梅
園
学
会
の
意
義
と
使
命

大
分
県
国
車
巾

小
串
信
正

三
浦
梅
園
(
名
晋
・
主
主
息
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
国
東
半

島
の
寒
村
(
杵
築
務
両
子
手
永
富
永
村
)
に
自
適
し
、
医
者
・
詩

人
・
整
喜
・
文
堂
官
・
書
家
・
自
然
科
営
者
・
社
会
註
子

者
等
の
万
能
の
才
能
必
『
桑
揮
し
た
大
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

今
更
繰
返
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
三
浦
梅
閣
の
た
め

の
堂
胃
で
あ
る
「
梅
盟
主
5

に
集
う
管
己
ん
へ
は
一
一
吉
田
一
う
の

は
失
礼
だ
と
存
じ
ま
す
。

し
か
し
、
没
後
二
百
二
十
五
回
忌
に
な
る
今
日
、
率
直
に

申
し
主
け
て
、
コ
語
梅
園
先
生
は
正
し
く
高
く
評
価
さ
れ
て

い
な
い
し
、
そ
の
賀
子
思
想
で
あ
る
「
三
浦
童
子
」
は
解
明

さ
れ
て
い
る
と
は
舌
甲
え
ま
せ
ん
。
大
正
元
年
に
は
、
藤
井

専
随
氏
を
中
心
に
し
て
地
元
の
有
志
の
協
力
で
『
梅
圏
全
差

(
上
下
全
二
巻
)
が
出
事
己
れ
て
百
年
(
昨
年
が
丁
度
官
き
が
経
ち

ま
し
た
。
一
二
校
博
立
同
氏
(
守
濡
哲
学
の
官
学
』
等
)
、
小
野
精

一
氏
(
『
一
-
蒲
梅
一
断
書
館
墨
等
)
、
回
日
正
治
氏
(
守
蒲
梅
園
の

研
墨
等
)
や
諸
氏
の
研
究
業
績
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

不
十
分
で
す
。
岩
波
書
府
発
行
の
日
本
国
ω想
大
系
川
町
『
三

浦
梅
邑
や
中
央
公
論
社
発
行
の
日
本
の
名
著
お
『
三
浦
梅

匿
な
ど
で
一
級
の
霊
主

2
し
て
の
評
価
ほ
さ
れ
て
来
て

い
ま
す
が
、
安
藤
昌
益
や
本
居
室
長
、
あ
る
い
は
福
沢
輩
一
口

な
ど
に
比
べ
て
、
名
前
も
業
績
も
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
、
昭
和
印
(
H

由
討
〉
年
5
月
に
研
究
者
が
集
っ
て

「
梅
溺
単
ム
一
吉
が
発
足
し
た
の
は
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
の

で
す
。
以
後
、
毎
年
「
梅
園
誉
会
」
を
開
催
し
、
骨
格
圏
内
子
会

報
』
が
刊
行
さ
れ
て
来
た
の
は
、
小
川
晴
久
代
表
丞
員
や
各

委
員
、
会
員
各
位
の
御
尽
力
に
よ
り
ま
す
。
手
書
き
の
「
梅

園
同
平
会
ニ
ュ
ー
ス
」
も
1
5
9
口
す
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

も
敬
意
を
表
し
ま
す
。
委
員
や
会
員
の
所
見
が
掲
零
C
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
良
い
試
み
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
と
こ
ろ
の
梅
園
掌
会
の
運
営
に
対
し
て
不

満
か
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に
も
三
浦
梅
園
の
研
究
が
退
潮
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
特
に
国
東
市
や
大
分
県
に
お

い
て
は
侭
迭
し
て
い
ま
す
。
地
一
苅
の
=
蒲
梅
園
研
究
会
や
大

分
市
の
大
分
梅
園
研
究
会
も
無
く
な
っ
て
い
ま
す
(
地
元
・
西

武
蔵
の
「
梅
園
警
は
継
続
し
て
い
て
、
今
年
も
4
月
初
日

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
)
。
そ
れ
で
、
こ
の
と
こ
ろ
毎
年
「
梅

園
単
会
」
が
梅
闘
の
里
で
行
な
わ
れ
る
の
は
、
地
元
と
し
て

は
有
難
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
「
梅
園
同
玄
胃
」

の
意
義
が
果
せ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
「
一
梅
園
単
ム
胃
」
は
、

全
図
的
に
三
浦
梅
闘
を
研
究
し
啓
蒙
し
て
い
く
使
命
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
言
え
ば
、
世
界
的
に
も
三
浦
梅
園
の

存
在
を
知
ら
せ
、
外
国
の
方
々
が
研
究
さ
れ
て
来
る
こ
と
を

啓
発
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
恩
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
梅
園
学
会
は
①
地
元
国
東

市
や
大
分
県
、
②
東
京
な
ど
の
首
都
留
、
③
埴
万
の
都
市
(
大

学
等
)
の
三
ケ
所
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
開
催
す
る
こ
と
を

私
は
度
々
提
案
し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
毎
年
変
わ
ら
ず

梅
閣
の
皇
の
み
で
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
会
員
一
や
委
員
さ
え

来
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
点
を
壁
書
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、

各
地
で
開
催
し
て
三
浦
梅
属
を
全
国
に
広
め
て
い
く
と
い
う

使
命
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
『
梅
園
学
会
報
』
に
つ
い
て
の
意
見
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
ず
ぷ
平
会
報
へ
の
寄
稿
が
余
り
に
少
な
い
こ
と
で
す
。

寄
稿
が
少
な
い
こ
と
に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
が
、
学
会
報
に

研
究
成
果
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
に
と
っ
て

は
論
文
よ
り
も
研
究
成
果
の
方
が
参
考
に
な
っ
て
い
る
と
も

思
い
ま
す
が
、
や
は
り
坐
会
報
に
は
会
員
の
研
究
論
文
が
盛

ん
に
投
稿
さ
れ
る
の
が
、
正
規
の
学
会
報
の
姿
だ
と
思
い
ま

す
。
『
一
梅
園
学
会
報
』
に
論
文
を
寄
稿
し
て
も
、
一
般
的
に
は

り
守
え
い

評
価
さ
れ
な
い
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
白

ま
す
。
会
員
各
位
に
は
、
奮
っ
て
論
文
を
書
い
て
い
た
だ
き

寄
稿
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

研
究
成
果
の
発
表
を
す
る
な
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

の
で
す
。
そ
の
成
果
は
、
も
し
梅
園
学
会
で
刊
行
し
た
方
が

良
い
の
で
あ
れ
ば
、
「
梅
園
出
玄
毒
事
官
」
の
よ
う
な
名
称
で
、

別
の
小
冊
子
と
し
て
刊
行
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
梅

園
芸
に
撃
事
刊
行
す
る
余
裕
は
な
い
と
思
い
ま
ず
か
ら
、

刊
行
費
は
研
究
者
が
分
担
す
る
他
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

現
状
で
『
梅
園
単
ム
話
相
』
が
毎
年
刊
行
出
来
て
い
る
の
は
、

小
川
先
生
の
個
人
的
な
負
担
に
よ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
点
も

問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
梅
園
学
会
だ
け
で
刊
行
出
来
る
よ
う

に
弦
香
や
工
夫
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
そ
の
発
行
部
数
が
毎
回
千
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

諸
事
情
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
現
状
で
は
、
三
百
部
く
ら
い

が
適
当
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
蛍
ム
胃
報
は
小
川
先
生

の
事
務
所
に
山
積
み
さ
れ
て
い
る
と
恩
い
ま
す
が
、
ま
ず
こ

の
こ
と
を
改
善
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

以
後
の
こ
と
は
無
理
で
、
夢
物
語
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
敢
え
て
書
い
て
み
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
梅
園
学
会
の

目
標
は
2
0
2
3
年
の
三
浦
梅
園
の
「
生
誕
三
百
年
」
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
「
m
w
A
丞
に
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
新

し
い
『
三
浦
梅
箇
企
差
だ
と
思
い
ま
す
。
梅
圏
一
笠
宮
で
出

版
社
に
働
き
か
け
て
、
一
緒
に
生
誕
三
百
年
記
念
に
刊
行
す
一

体
的
概
説
』
と
『
三
浦
梅
閣
の
総
合
的
研
究
』
を
刊
行
し
、

③
生
誕
三
百
年
記
念
大
会
を
車
京
で
開
催
す
る
こ
と
」
で
す
。
一

地
元
の
閏
東
市
を
中
心
に
大
分
県
で
「
二
百
二
十
五
年
記
一

義
」
に
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
「
=
一
連
圏
一

先
生
顕
彰
ム
さ
を
発
会
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
の
ち

に
地
最
に
も
御
案
内
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一

〔
お
ぐ
し
の
ぶ
ま
さ

-
E成
お
(
告
臼
)
年
5
月
4
日
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